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１．はじめに

　日本証券アナリスト協会（以下、当協会）では、

2021年度、2022年度および2023年度の３年間

にわたり、日本公認会計士協会の協力を得て、「証

券アナリストに役立つ監査上の主要な検討事項

（KAM）の好事例集」を公表した（以下、各年度

に公表したものをそれぞれ「好事例集2021」「好

事例集2022」「好事例集2023」という。また、

総称して「KAMの好事例集」という）（注１）。
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　KAMは、財務諸表利用者からの強い要望を背景に導入された。こうした中、日本証券アナリスト協会が３年
間にわたって公表したKAMの好事例集は、利用者に対しKAMの読み方や使い方を提示し、利用者から監査人や
監査役等に対するメッセージとしての役割を果たした。KAMは監査リスクの高い領域を示すものであり、３年
間の傾向分析を通じて、そうした領域が選定されてきたことを確認した。一方で、KAMの性質上、KAMに選定
された事項が年度で大きく変化するものではないことも改めて確認した。
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